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肥前松浦の美術

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　大石一久　（長崎歴史文化博物館）

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　中西真美子（崇城大学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　竹下正博  （佐賀県立博物館）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　石原　浩  （八代市立博物館）

さる１１月３日、長崎歴史文化博物館が開館しました。さきだって春にオープンした長崎県

美術館とあわせ、中国やヨーロッパとの交流の華やかな歴史に彩られた崎陽長崎の美術を存分

に楽しむことができます。

重要文化財の泰西王侯図屏風に代表される南蛮美術、沈南蘋の花鳥画、司馬江漢の洋風画、

黄檗美術、青貝細工、長崎刺繍、長崎ガラス、長与三彩などなど、日本近世期に特異な位置を

占める花ばなが群れ咲いています。

　桃山時代に突如としてあらわれたかのように思える長崎ですが、その前史として、中国人海

賊の王直を擁し、長崎に先駆けてポルトガルの船をむかえた松浦地方の存在があったことを忘

れることはできません。古代より対外交流の要所であった松浦の歴史については諸書にとかれ

るところですが、その地の古い美術について、ひろく見渡そうとする試みはなかったように思

えます。高麗仏など朝鮮半島の仏教美術に優れた作品がおおく、注目されるところですが、そ

のあまりにも個性的な一面が、ほかの側面をみえなくしているのではないでしょうか。

　今年の冬と夏、松浦地方の寺院を訪れ、調査の機会を得ました。平安後期の正統な作風をし

めす金銅仏を平戸市で、南北朝時代の西国湛派の在銘作品や高麗時代後期の金銅仏の佳品を松

浦市で見いだすことができました。この地域のながい歴史が生んだ多様な文化のあらわれのよ

うに思えます。

これらの作品は、これまでほとんど知られていませんが、その出来映えの見事さ、在銘作品

であること、地域的特色を有することなど、九州あるいは日本美術史を考えるうえで重要な作

品であることは疑いのないものばかりです。

今回の発表では、まず大石一久が松浦の歴史についてご案内します。つぎに、中西真美子が

平戸市・大聖寺の金銅大日如来像（平安時代後期）、竹下正博が松浦市・寿昌寺の如意輪観音

像（康永３年　仏師幸心作）、石原浩が松浦市・慈光寺の金銅如来像（高麗時代後期）を紹介

します。

　前史としての松浦を知ることは、ややもすると孤絶した感のある崎陽長崎の美術史を過去に

結び、ひいては肥前あるいは九州の文化史を潤すことにもつながるのではないかと期待してい

ます。


